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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バスに接続された複数の機器を制御するリモートコントロールシステムであって、
　リモートコントローラにより操作される第１の映像出力装置と、
　自身が映像出力中であることを示す第１のコマンドを前記バスに接続された前記複数の
機器に送信する第２の映像出力装置とを備え、
　前記第１の映像出力装置は、前記第１のコマンドを受信した場合には、リモートコント
ローラより送信される操作信号に対応する第２のコマンドを、前記バスを介して前記第２
の映像出力装置に送信し、
　前記第２の映像出力装置は、前記第２のコマンドを受信し、当該第２のコマンドに対応
する処理を実行する
　ことを特徴とするリモートコントロールシステム。
【請求項２】
　前記リモートコントロールシステムは、さらに、前記バスに接続された映像表示装置を
備え、
　前記第１の映像出力装置は、予め定められた第３のコマンドを、前記第１のコマンドを
受信しているか否かに関係なく、前記バスに接続された映像表示装置に送信し、
　前記映像表示装置は、前記第３のコマンドを受信し、当該第３のコマンドに対応する処
理を実行する
　ことを特徴とする請求項１に記載のリモートコントロールシステム。
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【請求項３】
　前記映像表示装置は、メニュー表示機能を有するテレビジョン受信機であり、メニュー
を表示すると、メニュー表示開始を示す第４のコマンドを前記第１の映像出力装置へ送信
し、
　前記第１の映像出力装置は、さらに、前記第４のコマンドを受信した場合には、前記第
１のコマンドの受信とは関係なく、前記第２のコマンドを、前記バスを介して前記映像表
示装置に送信し、
　前記映像表示装置は、前記第２のコマンドを受信し、当該第２のコマンドに対応する処
理を実行する
　ことを特徴とする請求項２に記載のリモートコントロールシステム。
【請求項４】
　前記映像表示装置は、さらに、メニュー表示を終了すると、メニュー表示終了を示す第
５のコマンドを前記第１の映像出力装置へ送信し、
　前記第１の映像出力装置は、さらに、前記第５のコマンドを受信した場合には、前記第
１のコマンドの送信元に、前記第２のコマンドを送信する
　ことを特徴とする請求項３に記載のリモートコントロールシステム。
【請求項５】
　前記第２の映像出力装置は、映像の出力開始時に、映像出力中であることを示す前記第
１のコマンドを前記バスに接続された前記複数の機器に送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載のリモートコントロールシステム。
【請求項６】
　前記バスは、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ）ケーブルのＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）バスであり、
　前記第１～４のコマンドは、ＨＤＭＩ／ＣＥＣ規格で定義されているコマンドである
　ことを特徴とする請求項１に記載のリモートコントロールシステム。
【請求項７】
　前記第２のコマンドは１つ以上あり、当該第２のコマンドは、前記リモートコントロー
ラより送信される１つ以上の操作信号と、一対一に対応づけられている
　ことを特徴とする請求項１に記載のリモートコントロールシステム。
【請求項８】
　自身が映像出力中であることを示す第１のコマンドを送信する他の映像出力装置と、バ
スを介して接続される映像出力装置であって、
　リモートコントローラにより操作され、前記第１のコマンドを受信した場合には、前記
リモートコントローラより送信される操作信号に対応し、前記他の映像出力装置で実行さ
れる処理に対応する第２のコマンドを、前記バスを介して前記他の映像出力装置に送信す
る制御手段を備える
　ことを特徴とする映像出力装置。
【請求項９】
　第１の映像出力装置及び第２の映像出力装置にバスを介して接続された映像表示装置で
あって、
　前記第２の映像出力装置は、自身が映像出力中であることを示す第１のコマンドを前記
バスに接続された第１の映像出力装置及び映像表示装置に送信し、
　第１の映像出力装置は、リモートコントローラにより操作され、前記映像出力装置で実
行される処理に対応する第３のコマンドを、前記第１のコマンドを受信しているか否かに
関係なく、前記バスに接続された映像表示装置に送信し、
　前記映像表示装置は、前記第３のコマンドを受信し、当該第３のコマンドに対応する処
理を実行する制御手段を備える
　ことを特徴とする映像表示装置。
【請求項１０】
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　バスに接続された複数の機器を制御するリモートコントロール方法であって、
　前記複数の機器は、
　リモートコントローラにより操作される第１の映像出力装置と、
　自身が映像出力中であることを示す第１のコマンドを前記バスに接続された前記複数の
機器に送信する第２の映像出力装置とを備え、
　前記第２の映像出力装置が、前記第１のコマンドを第１の映像出力装置に送信するステ
ップと、
　前記第１の映像出力装置が、前記第１のコマンドを受信した場合には、リモートコント
ローラより送信される操作信号に対応する第２のコマンドを、前記バスを介して前記第２
の映像出力装置に送信するステップと、
　前記第２の映像出力装置が、前記第２のコマンドを受信し、当該第２のコマンドに対応
する処理を実行するステップとを含む
　ことを特徴とするリモートコントロール方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リモートコントロールシステムに関し、特に、１つのリモートコントローラ
で複数の機器を制御可能なリモートコントロールシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビジョン受信機（以下「テレビ」という。）にセットトップボックスを接続
して映像および音声を視聴している環境において、これらに加えてＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）プレーヤのような再生機器を接続して映像および音
声を視聴したり、さらに外部ＡＶアンプと外部スピーカとを接続して音声を外部スピーカ
より出力して視聴したりすることがある。このようなＡＶ（Ａｕｄｉｏ／Ｖｉｓｕａｌ）
システムでは、それぞれの機器を操作するためには、機器毎に対応するリモートコントロ
ーラ（以下、「リモコン」という。）を持ち替えて操作する必要がある。また、セットト
ップボックスより出力される映像および音声を視聴するときとＤＶＤプレーヤより出力さ
れる映像および音声を視聴するときでは、テレビの入力切換をする必要があり、ユーザは
複雑な操作をする必要がある。
【０００３】
　この問題を解決する一つの方法として、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）においてＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）という機能が定義されている（例えば、非特許文
献１参照。）。これは、テレビおよび種々のＡＶ機器をＨＤＭＩケーブルで接続し、ＨＤ
ＭＩケーブルに含まれているＣＥＣバスを介して、相互にＣＥＣコマンドを通信する機能
である。ＣＥＣでは、コマンドの相手先を指定して送信するコマンドと、ＨＤＭＩで接続
されたすべてのＣＥＣ対応機器にコマンドを通知するブロードキャストコマンドとが定義
されており、これらを組み合わせて通信を行う。
【０００４】
　非特許文献１では、ＣＥＣコマンドを利用したアプリケーションとして、Ｏｎｅ　Ｔｏ
ｕｃｈ　ＰｌａｙやＲｏｕｔｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｅｎｕ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ、Ｒｅｍｏｔｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐａｓｓ　Ｔｈｒｏｕｇｈなどが定義されて
いる。
【０００５】
　以下図１３を用いて、従来のリモートコントロールシステムにおける機器制御について
説明する。
【０００６】
　図１３に示すように、リモートコントロールシステムは、テレビ１０１と、ＡＶアンプ
１０２と、ＤＶＤプレーヤ１０３と、外部スピーカ１０４と、セットトップボックス１０
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５と、リモコン１０６とを含む。
【０００７】
　テレビ１０１は、ＨＤＭＩケーブルを介して接続された機器から出力される映像と音声
とを出力するための機器である。
【０００８】
　ＡＶアンプ１０２は、そのＨＤＭＩ入力端子にＤＶＤプレーヤ１０３が接続され、ＨＤ
ＭＩ入力端子を介してＤＶＤプレーヤ１０３から映像および音声を受信し、ＤＶＤプレー
ヤ１０３から出力される映像をＨＤＭＩ出力端子に接続されたテレビ１０１に出力しつつ
、音声を外部スピーカ１０４から出力する機器である。また、ＡＶアンプ１０２は、図示
しないその他の機器からの入力とＤＶＤプレーヤ１０３からの入力とを切り換えて、テレ
ビ１０１に映像を出力することができる。
【０００９】
　ＤＶＤプレーヤ１０３は、ＤＶＤに記録された映像コンテンツをデコードし、映像と音
声とをＨＤＭＩケーブルを介して出力する機器である。
【００１０】
　セットトップボックス１０５は、ケーブルテレビ放送の映像と音声とをＨＤＭＩケーブ
ルを介して出力する機器である。
【００１１】
　前記構成において、例えばＤＶＤプレーヤ１０３が再生を開始するとき、ＤＶＤプレー
ヤ１０３は、映像の出力開始を示すブロードキャストコマンドを送信し、これを受信した
テレビ１０１およびＡＶアンプ１０２は、前記コマンドのパラメータからＤＶＤプレーヤ
１０３の映像が出力されるようにそれぞれ自動で入力切換を行う。また、テレビ１０１が
電源オフだったときは、テレビが自動的にオンになる。
【００１２】
　また、ユーザがテレビ１０１のリモコン１０６を操作して、ＤＶＤプレーヤ１０３を操
作するときは、リモコン１０６から送信される信号をテレビ１０１が受信し、テレビ１０
１がリモコンの信号に対応したコマンドを、ＤＶＤプレーヤ１０３に送信する。コマンド
を受信したＤＶＤプレーヤ１０３は、対応する動作をすることで、ユーザからはテレビ１
０１のリモコンでＤＶＤプレーヤ１０３を操作することができる。
【非特許文献１】Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．２ａ
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、セットトップボックスで受信されたケーブルテレビ放送を視聴している
場合、例えばテレビとセットトップボックスで対応するチャンネルの違いなどがあるため
、テレビからは、セットトップボックスのすべての機能を利用するのは困難である。この
ため、セットトップボックスのリモコンを利用してテレビおよび種々のＡＶ機器を操作す
る要求があるが、前記ＨＤＭＩでは実現できなかった。
【００１４】
　本発明は上述の課題を解決するためになされたものであり、セットトップボックスのリ
モコンを利用してテレビおよび種々のＡＶ機器を操作することができるリモートコントロ
ールシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係るリモートコントロールシステムは、バスに接続された複数の機器を制御す
るリモートコントロールシステムであって、予め定められた第１のコマンドを前記バスに
接続された前記複数の機器に送信する第１の機器と、リモートコントローラにより操作さ
れる第２の機器とを備え、前記第２の機器は、前記第１のコマンドを受信した場合には、
リモートコントローラより送信される操作信号に対応する第２のコマンドを、前記バスを
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介して前記第１の機器に送信し、前記第１の機器は、前記第２のコマンドを受信し、当該
第２のコマンドに対応する処理を実行する。
【００１６】
　例えば、第１の機器をＤＶＤプレーヤ等のＡＶ機器とし、第２の機器をセットトップボ
ックスとし、バスをＣＥＣバスとすることにより、セットトップボックスのリモートコン
トローラからＡＶ機器を操作することができる。
【００１７】
　好ましくは、前記リモートコントロールシステムは、さらに、前記バスに接続された第
３の機器を備え、前記第２の機器は、予め定められた第３のコマンドを、前記第１のコマ
ンドを受信しているか否かに関係なく、前記バスに接続された第３の機器に送信し、前記
第３の機器は、前記第３のコマンドを受信し、当該第３のコマンドに対応する処理を実行
する。
【００１８】
　例えば、第３の機器をテレビジョン受信機とし、前記第３のコマンドをメニューを表示
するコマンドであるとすると、セットトップボックスのリモートコントローラからテレビ
ジョン受信機にメニュー表示をさせることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、セットトップボックスのリモコンを利用してテレビおよび種々のＡＶ
機器を操作することができるリモートコントロールシステムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２１】
　（実施の形態１）
　＜構成＞
　図１は実施の形態１に係るリモートコントロールシステムの概略構成を示す図である。
また、図２は、実施の形態１に係るリモートコントロールシステムの機能ブロック図であ
る。なお、実施の形態１におけるＤＶＤプレーヤ１は前記第１の機器の一例であり、セッ
トトップボックス２は前記第２の機器の一例であり、テレビ３は、前記第３の機器の一例
である。
【００２２】
　図１に示すように、リモートコントロールシステムは、ＤＶＤプレーヤ１と、セットト
ップボックス２と、テレビ３と、リモコン４とを含む。
【００２３】
　ＤＶＤプレーヤ１は、ＤＶＤに記録された映像コンテンツをデコードし、映像と音声と
をＨＤＭＩケーブルを介して出力する機器である。
【００２４】
　セットトップボックス２は、ケーブルテレビ放送の映像と音声とをＨＤＭＩケーブルを
介して出力する機器である。
【００２５】
　テレビ３は、ＨＤＭＩケーブルを介して接続された機器から出力される映像と音声とを
出力するための機器である。
【００２６】
　リモコン４は主にセットトップボックス２に対する信号を送信する機器である。
　テレビ３とセットトップボックス２とは、ＨＤＭＩケーブルで接続されており、セット
トップボックス２でデコードされた映像および音声は、ＨＤＭＩケーブルを通じてテレビ
３に伝送される。
【００２７】
　また、テレビ３とＤＶＤプレーヤ１とも、ＨＤＭＩケーブルで接続されており、ＤＶＤ
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プレーヤ１で再生された映像および音声も、セットトップボックス２と同様にテレビ３に
伝送される。
【００２８】
　また、テレビ３、セットトップボックス２およびＤＶＤプレーヤ１は、ＨＤＭＩケーブ
ルのＣＥＣバスを介して、相互にＣＥＣコマンドを通信することができる。ＣＥＣバスの
線は、ＨＤＭＩケーブルのチューブに映像および音声を伝送する線と一緒に入っており、
ＨＤＭＩケーブルで機器間を接続することにより、ＣＥＣバスの接続も行われる。
【００２９】
　図２に示すように、テレビ３は、前記第３の機器の一例であって、ディスプレイ５と、
チューナ６と、メモリ７と、マイクロコンピュータ（以下「マイコン」という。）８と、
デコーダ９と、ＨＤＭＩ入力部１０と、ＨＤＭＩ入力部１１とを備える。
【００３０】
　ディスプレイ５は、デコーダ９から得られた映像およびメニュー表示等を行う。
　マイコン８は、ＣＥＣコマンドや、テレビ３のリモコン操作によるコマンドを解釈し、
各種処理を行う。また、マイコン８は、必要に応じてデコーダ９およびチューナ６の制御
も行なう。
【００３１】
　チューナ６は、図示しないアンテナより受信したテレビ放送波を受信し、例えば受信す
る放送がデジタル放送であるならば、そのデータをデコーダ９へ送る。
【００３２】
　デコーダ９は、前記チューナ６より得られた放送波から、映像および音声をデコードし
、ディスプレイ５で表示するために適切な信号に変換して、ディスプレイ５へ送る。また
、デコーダ９は、ＨＤＭＩ入力部１０、ＨＤＭＩ入力部１１およびその他の図示しない外
部映像入力から得られた映像も、ディスプレイ５で表示するために適切な信号に変換して
ディスプレイ５へ送る。
【００３３】
　ＨＤＭＩ入力部１０およびＨＤＭＩ入力部１１は、セットトップボックス２のＨＤＭＩ
出力部１９およびＤＶＤプレーヤ１のＨＤＭＩ出力部１４とそれぞれ接続され、ＨＤＭＩ
信号を受信する。また、ＨＤＭＩ入力部１０およびＨＤＭＩ入力部１１は、ＨＤＭＩ信号
の受信と同時にＣＥＣコマンドの送受信をおこなう。
【００３４】
　ＨＤＭＩ入力部１０のＣＥＣ部とＨＤＭＩ入力部１１のＣＥＣ部とは、バス接続されて
おり、セットトップボックス２とＤＶＤプレーヤ１とは、それぞれＨＤＭＩ入力部１０と
ＨＤＭＩ入力部１１とに接続されている。このため、セットトップボックス２とＤＶＤプ
レーヤ１との間で、相互にＣＥＣコマンドを通信することができる。なおＨＤＭＩ入力部
１０およびＨＤＭＩ入力部１１には、本実施の形態のセットトップボックス２やＤＶＤプ
レーヤ１のほかにも、ＤＶＤ録画機やビデオテープレコーダなどの電子機器を接続するこ
とができる。
【００３５】
　ＤＶＤプレーヤ１は、マイコン１２と、メモリ１３と、ＨＤＭＩ出力部１４とを備え、
図示しないＤＶＤ読取装置より、ＤＶＤに記録された信号を読み取り、映像や静止画、音
声をデコードし、ＨＤＭＩ出力部１４より映像および音声をＨＤＭＩ信号として出力する
。
【００３６】
　マイコン１２は、メモリ１３を利用しつつ、図示しないＤＶＤ読取装置の制御および図
示しないＤＶＤプレーヤ１に備えられた入力部による入力に対する処理、ＨＤＭＩ出力部
１４の制御を行う。また、マイコン１２は、ＨＤＭＩ出力部１４が受信したＣＥＣコマン
ドを受信した際のデコードおよびＨＤＭＩ出力部１４へのＣＥＣコマンドの出力指示も行
う。
【００３７】
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　ＨＤＭＩ出力部１４は、ＤＶＤ読取装置がデコードした映像および音声をＨＤＭＩ信号
としてＨＤＭＩ入力部１１に対して出力する。また、ＨＤＭＩ出力部１４は、ＨＤＭＩ信
号の出力と同時にＣＥＣコマンドの通信も行う。
【００３８】
　セットトップボックス２は、リモコン受信部１５と、マイコン１６と、メモリ１７と、
チューナ１８と、ＨＤＭＩ出力部１９とを備える。
【００３９】
　マイコン１６は、メモリ１７を利用しつつ、チューナ１８の制御および図示しないセッ
トトップボックス２に備えられたその他の入力部による入力に対する処理、ＨＤＭＩ出力
部１９の制御を行う。また、マイコン１６は、ＨＤＭＩ出力部１９がＣＥＣコマンドを受
信した際のＣＥＣコマンドのデコードおよびＨＤＭＩ出力部１９へのＣＥＣコマンドの出
力指示も行う。また、マイコン１６は、映像の出力中を示すＣＥＣコマンド（以下、＜Ａ
ｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞）を受信したときは、メモリ１７にコマンドの送信元機器を
特定する情報を記憶しておく。
【００４０】
　ＨＤＭＩ出力部１９は、ＤＶＤ読取装置がデコードした映像および音声をＨＤＭＩ信号
としてＨＤＭＩ入力部１０に対して出力する。また、ＨＤＭＩ出力部１９は、ＨＤＭＩ信
号の出力と同時にＣＥＣコマンドの通信も行う。
【００４１】
　チューナ１８は、ケーブルテレビ放送の信号を受信・デコードし、映像および音声をＨ
ＤＭＩ出力部１９へ送信する。
【００４２】
　リモコン受信部１５は、リモコン４より赤外線、電波等の無線通信手段により送信され
る信号を受信し、当該信号をデコードした結果をマイコン１６に送る。
【００４３】
　リモコン４は、リモコン送信部２０と、入力部２１を備える。
　入力部２１は、例えば、プッシュボタン、トグルスイッチ、十字キー、ジョイスティ
ック等のいずれか、またはこれらの組合せから構成される。
【００４４】
　リモコン送信部２０は、赤外線、電波等の無線通信手段を利用し、前記リモコン受信部
１５に対して、前記入力部２１で得られた入力に対応した信号を送信する。
【００４５】
　＜動作＞
　図３～図１０を用いて、本発明の実施の形態においてユーザがリモコンを用いて操作す
るときのリモートコントロールシステムの動作について説明する。
【００４６】
　（セットトップボックスを操作するときの動作）
　図３を用いて、ユーザがリモコン４を用いてセットトップボックス２を操作するときの
動作の流れについて説明する。
【００４７】
　まず、ユーザがリモコン４の入力部２１であるボタンのいずれかを押し下げすると、ボ
タンに対応する信号がリモコン送信部２０より送信され、リモコン受信部１５により受信
されて、マイコン１６に通知される（ステップＳ２０１）。
【００４８】
　マイコン１６は、ステップＳ２０１で受信した信号が、上下左右、決定等の他機器と共
通のキー（以下、「基本キー」とする。）の信号かどうかを判別する（ステップＳ２０２
）。
【００４９】
　ステップＳ２０１で受信した信号が基本キーの信号ではなく、セットトップボックス２
を操作するための専用のキーの信号であると判定された場合には（ステップＳ２０２でＳ
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ＴＢ専用キー）、セットトップボックス２は、当該キーの信号に対応した処理を行う（ス
テップＳ２０４）。
【００５０】
　ステップＳ２０１で受信した信号が基本キーの信号であると判定された場合は（ステッ
プＳ２０２で基本キー）、マイコン１６は、メモリ１７を参照し、最後に＜Ａｃｔｉｖｅ
　Ｓｏｕｒｃｅ＞コマンドを送信した機器を確認する（ステップＳ２０３）。
【００５１】
　最後に＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞を送信した機器がセットトップボックス２であ
るならば（ステップＳ２０３でＹＥＳ）、ユーザはセットトップボックス２で受信された
ケーブルテレビ放送を視聴中であるので、ステップＳ２０１で送信された信号に対応する
動作がセットトップボックス２上で実行される（ステップＳ２０４）。これにより、ユー
ザはリモコン４を用いてセットトップボックス２に備えられた機能を利用することができ
る。また、マイコン１６がＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）を生成して、前記リモコン４の操作によりセットトップボックス２に備えられたＧＵＩ
メニューを操作することもできる。
【００５２】
　（ＤＶＤプレーヤを操作するときの動作）
　以下、ユーザがリモコン４を用いて、ＤＶＤプレーヤ１を操作するときのセットトップ
ボックス２、テレビ３、ＤＶＤプレーヤ１の動作の流れを説明する。
【００５３】
　図４は、ＤＶＤプレーヤの動作を示すフローチャートである。
　まず、リモコン４およびセットトップボックス２のＧＵＩのメニュー操作により、セッ
トトップボックス２のマイコン１６でＤＶＤプレーヤ１を起動して、再生を開始するプロ
グラムが実行される。前記プログラムにより、ＤＶＤプレーヤ１を起動して、再生を開始
するために複数のＣＥＣコマンドが送信される。ＤＶＤプレーヤ１は前記コマンドを受信
すると（ステップＳ１０１）、ＤＶＤの再生を開始する（ステップＳ１０３）。または、
図示しないＤＶＤプレーヤ１の入力部により、ＤＶＤの再生開始が指示されると（ステッ
プＳ１０２）、ＤＶＤプレーヤは再生を開始する（ステップＳ１０３）。
【００５４】
　ＤＶＤプレーヤ１は、再生を開始すると、第１のコマンドとして＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏ
ｕｒｃｅ＞をブロードキャストする（ステップＳ１０４）。
【００５５】
　図５は、テレビの動作を示すフローチャートである。
　テレビ３は、前記＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞コマンドを受信し（ステップＳ３１
０）、入力をＤＶＤプレーヤ１が接続された端子に切り換える（ステップＳ３１１）。こ
れによりテレビ３には、ＤＶＤプレーヤ１から出力される映像が表示される。
【００５６】
　図６は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　セットトップボックス２は、前記＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞コマンドを受信し（
ステップＳ２１０）、コマンドの送信元がＤＶＤプレーヤ１であることを示す情報をメモ
リ１７に記憶する（ステップＳ２１１）。
【００５７】
　図３は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　次に、ユーザが入力部２１であるボタンのいずれかを押し下げすると、ボタンに対応す
る信号がリモコン送信部２０より送信され、リモコン受信部１５が受信し、マイコン１６
に通知される（ステップＳ２０１）。
【００５８】
　マイコン１６は、ステップＳ２０１で受信した信号が、基本キーの信号かどうかを判別
する（ステップＳ２０２）。
【００５９】



(9) JP 4143102 B2 2008.9.3

10

20

30

40

50

　ステップＳ２０１で受信した信号が基本キーの信号であると判定された場合は（ステッ
プＳ２０２で基本キー）、マイコン１６は、セットトップボックス２を操作するときと同
様にメモリ１７を参照して、ユーザがセットトップボックス２で受信されたケーブルテレ
ビ放送を視聴中かどうかを調べる（ステップＳ２０３）。
【００６０】
　ユーザがセットトップボックス２で受信されたケーブルテレビを視聴中でない場合は（
ステップＳ２０３でＮＯ）、次に、マイコン１６は、メモリ１７を参照して、テレビ３が
ＧＵＩメニューを表示しているかどうかを調べる（ステップＳ２０５）。
【００６１】
　テレビ３がＧＵＩメニューを表示していない場合（ステップＳ２０５でＮＯ）、マイコ
ン１６は、メモリ１７を参照し、最後に＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞を発行した機器
をコマンドの送信先とする（ステップＳ２０６）。
【００６２】
　マイコン１６は、ステップＳ２０６が示す機器（本動作例ではＤＶＤプレーヤ１：ステ
ップＳ２０６でＤＶＤプレーヤ）を送信先として、第２のコマンドとしてステップＳ２０
１で受信した信号に対応するコマンドを送信する（ステップＳ２０７）。
【００６３】
　ＤＶＤプレーヤ１は、ステップＳ２０７で送信された信号を、テレビ３を介して受信し
、コマンドに従って動作する。
【００６４】
　なお、最後に＜Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ＞コマンドを送信した機器がテレビ３であ
るならば（ステップＳ２０６でテレビ）、マイコン１６は、テレビ３を送信先として第２
のコマンドを送信する（ステップＳ２０８）。
【００６５】
　以上のような処理を行なうことにより、リモコン４でＤＶＤプレーヤ１の操作を行うこ
とができる。
【００６６】
　（テレビを操作するときの動作）
　以下、ユーザがリモコンを用いて、テレビ３を操作するときのセットトップボックス２
、テレビ３、ＤＶＤプレーヤ１の動作の流れを説明する。
【００６７】
　図３は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　ユーザが、リモコン４の入力部２１であるテレビメニュー表示ボタンを押し下げすると
、ボタンに対応する信号がリモコン送信部２０により送信され、リモコン受信部１５が受
信し、マイコン１６に通知される（ステップＳ２０１）。
【００６８】
　なお、ステップＳ２０１の処理の前に、テレビ３のディスプレイ５では、ＤＶＤプレー
ヤ１の出力映像や、テレビ３のチューナ画面や、セットトップボックス２のチューナ画面
を表示中であってもよい。
【００６９】
　マイコン１６は、ステップＳ２０１で受信した信号が、基本キーの信号であるか、テレ
ビメニュー表示ボタンの信号か、セットトップボックス専用キーの信号であるかどうかを
判別する（ステップＳ２０２）。受信した信号がテレビメニュー表示ボタンの信号ならば
（Ｓ２０２でテレビメニュー表示キー）、セットトップボックス２は、テレビ３を宛先と
して、第３のコマンドとしてメニュー表示を指示するコマンドを送信する（ステップＳ２
０９）。
【００７０】
　図７は、テレビの動作を示すフローチャートである。
　テレビ３は、ステップＳ２０９で送信された第３のコマンドを受信すると（ステップＳ
３２０）、テレビ３を操作するためのメニューを表示する（ステップＳ３２１）。
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【００７１】
　また、テレビ３は、セットトップボックス２を宛先として、第４のコマンドとしてメニ
ュー表示開始を通知するコマンドを送信する（ステップＳ３２２）。
【００７２】
　図８は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　セットトップボックス２は、ステップＳ３２２で送信された第４のコマンドを受信する
と（ステップＳ２２０）、テレビ３がメニュー表示中であることをメモリ１７に記憶する
（ステップＳ２２１）。
【００７３】
　図３は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　続けてユーザが入力部２１であるボタンを押し下げすると、ボタンに対応する信号が、
リモコン送信部２０により送信され、リモコン受信部１５がこれを受信し、マイコン１６
に通知される（ステップＳ２０１）。
【００７４】
　マイコン１６は、ステップＳ２０１で受信した信号が、基本キーであるかどうかを判別
する（ステップＳ２０２）。基本キーならば（ステップＳ２０２で基本キー）、マイコン
１６は、メモリ１７を参照し、テレビ３がメニュー表示中であるか否かを判別する（ステ
ップＳ２０５）。テレビ３がメニュー表示中であれば（ステップＳ２０５でＹＥＳ）、マ
イコン１６は、テレビ３を宛先として、第２のコマンドとして基本キーに対応するコマン
ドを送信する（ステップＳ２０８）。
【００７５】
　図９は、テレビの動作を示すフローチャートである。
　テレビ３がステップＳ２０８で送信されたコマンドを受信すると（ステップＳ３１１）
、テレビ３は、信号に従ってカーソルの移動などのメニューの操作を行う（ステップＳ３
１３）。また、テレビ３がメニュー表示中である場合には、テレビ３はセットトップボッ
クス２に対してメニュー表示を開始したことを示すコマンドを送信する（ステップＳ３１
５）。
【００７６】
　以上の操作を繰り返すことにより、ユーザは所望の操作をテレビ３のメニュー上で達成
することができる。また、テレビ３がメニュー表示を終了した場合は（ステップＳ３１６
でＹＥＳ）、テレビ３からセットトップボックス２を宛先として、第５のコマンドとして
メニュー表示終了を通知するコマンドが送信される（ステップＳ３１７）。
【００７７】
　図１０は、セットトップボックスの動作を示すフローチャートである。
　セットトップボックス２は、第５のコマンドを受信すると（ステップＳ２３０）、テレ
ビ３がメニュー表示中でないことをメモリ１７に記憶する（ステップＳ２３１）。
【００７８】
　以上の実施の形態１により、ひとつのリモコンで、セットトップボックス２だけでなく
、テレビ３、ＤＶＤプレーヤ１の操作を行うことができる。
【００７９】
　（実施の形態２）
　また、リモコン４の操作により、ＨＤＭＩケーブルで接続された機器にプログラムされ
た機能を利用することもできる。すなわち、リモコン４の操作により、テレビ３にプログ
ラムされた機能を利用し、音声の出力形態を自動で切り換えることができる。
【００８０】
　以下、リモコン４の操作により、テレビ３の機能を利用して、ＡＶアンプ３０を操作す
る例を示す。
【００８１】
　なお、実施の形態２は上述の実施の形態１の構成および機能をそのまま備えるものであ
り、図面において実施の形態１と同様の構成には同一の符号を付し、その説明を省略する
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。
【００８２】
　＜構成＞
　図１１は、実施の形態２に係るリモートコントロールシステムの概略構成を示す図であ
る。また、図１２は、実施の形態２に係るリモートコントロールシステムの機能ブロック
図である。
【００８３】
　リモートコントロールシステムは、ＤＶＤプレーヤ１と、セットトップボックス２と、
テレビ３と、リモコン４と、ＡＶアンプ３０と、外部スピーカ３１とを備える。
【００８４】
　ＡＶアンプ３０は、外部スピーカ３１と接続され、ＨＤＭＩ出力部３２と、セレクタ３
３と、ＨＤＭＩ入力部３４と、アンプ３５と、マイコン３６と、メモリ３７とを備える。
【００８５】
　セレクタ３３は、ＨＤＭＩ出力部３２に出力するＨＤＭＩ信号をＨＤＭＩ入力部３４か
ら得られるものと、図示しない他の映像・音声入力信号とから選択することができる。た
だし、ＨＤＭＩに含まれるＣＥＣバスについては、セレクタ３３がいずれの入力を選択し
ていても通信でき、ＨＤＭＩ接続されたいずれの機器からでも透過的にＣＥＣコマンドに
よる通信を行うことができる。
【００８６】
　テレビ３のＨＤＭＩ入力部１０とセットトップボックス２のＨＤＭＩ出力部１９は、実
施の形態１と同様にＨＤＭＩケーブルで接続されている。また、テレビ３とＡＶアンプの
ＨＤＭＩ出力部３２がＨＤＭＩケーブルで接続され、ＡＶアンプのＨＤＭＩ入力部３４に
はＤＶＤプレーヤ１がＨＤＭＩケーブルで接続される。
【００８７】
　なお、本実施例ではＤＶＤプレーヤ１の音声をＨＤＭＩケーブルでＡＶアンプ３０に伝
送している。ＣＥＣはバス接続となるため、ＨＤＭＩ１．２ａ規格で認められる範囲内で
あれば、上述の接続に限らず接続可能である。
【００８８】
　＜動作＞
　実施の形態１における（テレビを操作するときの動作）により、テレビ３のメニューを
表示する。
【００８９】
　実施の形態１における（テレビを操作するときの動作）により、テレビ３のメニューで
ある「モード切換」ボタンを選択する。
【００９０】
　テレビ３のＲＯＭにプログラムされたモード切換プログラムが実行される。すなわち、
音声出力形態をテレビモードから、シアターモードに切り換える場合、リモートコントロ
ールシステムは次の一連の動作を自動的に行う。
【００９１】
　テレビ３は、ＡＶアンプ３０宛にＣＥＣコマンド送信し、ＡＶアンプ３０が電源オンで
あるかどうかを確認する。ＡＶアンプ３０が電源オンでない場合、テレビ３は、ＡＶアン
プ３０宛に、電源オンを指示するコマンドを送信する。
【００９２】
　次に、テレビ３は内蔵スピーカをミュートし、ＡＶアンプ３０に現在再生中の機器の音
声を外部スピーカ３１から出力することを指示するコマンドを送信する。
【００９３】
　以上の一連の動作により、ＤＶＤプレーヤ１を再生中の場合は、ＤＶＤプレーヤ１の音
声がＡＶアンプ３０に接続された外部スピーカ３１から出力されるようになる。
【００９４】
　なお、本発明の実施の形態として、各機器の接続にＨＤＭＩケーブルを用い、機器が相
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互に制御するためのコマンドとしてＣＥＣコマンドを用いて説明したが、本発明は機器が
相互に通信できるように接続されているのであれば、前記実施の形態によらずとも実施可
能である。
【００９５】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明は、セットトップボックスを含む複数の機器がＨＤＭＩケーブルにより接続され
たリモートコントロールシステム等に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の実施の形態１に係るリモートコントロールシステムの概略構成を示す図
である。
【図２】本発明の実施の形態１に係るリモートコントロールシステムの機能ブロック図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るセットトップボックスの動作を
示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るＤＶＤプレーヤの動作を示すフ
ローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るテレビの動作を示すフローチャ
ートである。
【図６】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るセットトップボックスの動作を
示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るテレビの動作を示すフローチャ
ートである。
【図８】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るセットトップボックスの動作を
示すフローチャートである。
【図９】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るテレビの動作を示すフローチャ
ートである。
【図１０】本発明の実施の形態１および実施の形態２に係るセットトップボックスの動作
を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施の形態２に係るリモートコントロールシステムの概略構成を示す
図である。
【図１２】本発明の実施の形態２に係るリモートコントロールシステムの機能ブロック図
である。
【図１３】従来のＡＶ機器のリモートコントロールシステムの概略構成を示す図である。
【符号の説明】
【００９８】
１、１０３　ＤＶＤプレーヤ
２、１０５　セットトップボックス
３、１０１　テレビ
４、１０６　リモコン
５　ディスプレイ
６、１８　チューナ
７、１３、１７、３７　メモリ
８、１２、１６、３６　マイコン
１０、１１、３４　ＨＤＭＩ入力部
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１４、１９、３２　ＨＤＭＩ出力部
１５　リモコン受信部
２０　リモコン送信部
２１　入力部
３０、１０２　ＡＶアンプ
３１、１０４　外部スピーカ
３３　セレクタ
３５　アンプ

【図１】 【図２】



(14) JP 4143102 B2 2008.9.3

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(16) JP 4143102 B2 2008.9.3

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／００　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／４４　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　７／１７３　　　　
              Ｈ０４Ｑ　　　９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

